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＜抄 録＞ 

本研究では，小学校第５学年算数「正多角形」のプログラミング教育において，回す角度や繰り返す回数，角の数の関係に

ついて考え，整理した後に説明活動を行った整理後説明群と，これを整理する前に説明活動を行った整理前説明群を設定し，

自分で作成したプログラムを友達に説明する学習活動について評価した．両群をt検定（対応なし）で比較分析した結果，整

理後説明群よりも整理前説明群の方が「プログラムで考えたことを根拠を挙げながら説明することができた」などの認識が

有意に高いことが明らかとなった． 
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１ はじめに 

 2020年に小学校のプログラミング教育が必修化され，小

５算数「正多角形」のプログラミング教育が例示されている

（文部科学省，2020）．狩野ら（2021）は，児童は難易度

の高い正多角形の作図で課題解決することで，プログラミ

ングを説明できるという自己効力感が向上する可能性を述

べたが，実際に，自分で作成したプログラムを他者に説明す

る学習活動を取り入れることを課題としていた． 

 そこで本研究では，小学校第５学年算数「正多角形」のプ

ログラミング教育で，自分で作成したプログラムを友達に

説明する学習活動を実践し，評価することを目的とする． 

 

２ 調査概要 

（１）調査対象 

都内国立大学附属小学校の５年生101名（３学級）の児童

を対象とした．回す角度や繰り返す回数，角の数の関係につ

いて考え，整理した後に説明活動を行った整理後説明群（67

名）と，整理する前に説明活動を行った整理前説明群(34名)

を設定し，授業に対する認識を比較分析した． 

2024年12月９日（月）， 13日（金）に整理後説明群，2024

年12月11日（水）に整理前説明群の授業を第一著者が学級

担任の下で実施した． 

 

（２）授業内容 

授業内容は，「正多角形と円周の長さ（東京書籍）」の「正

多角形」を扱い，自分で作成したプログラムを友達に説明す

る活動を導入した．プログラミング教材は，プログルを用い

た．授業の流れは，澤井ほか（2023）を参考に，１コマ45

分の授業を２コマ連続で行った．表１は授業の流れを示し

ている．児童は，冒頭にめあてを確認し（①），プログルの

基本操作と正多角形のプログラムの基本形を理解した（②）．

次に，回す角度と繰り返す回数をワークシートに記述し，

様々な正多角形をプログルで描いた（③）．その後，整理後

説明群は，回す角度や繰り返す回数，角の数の関係について

考え，整理した（④）．そして，自分で作成した正多角形を

１つ選び，どのような手順で作成したのかについてペアで

説明した．説明を聞く児童は動画を撮影，提出した（⑤）． 

なお，整理前説明群は，整理後説明群の④と⑤を逆にした．

最後に，本授業の振り返りをワークシートに記述し，質問紙

調査を実施した（⑥）． 

表１ 授業の流れ（左：整理後説明群，右：整理前説明群） 

① 

正多角形の性質を復習し，本時のめあて「どのようにす

ればプログラミングを使って正多角形をかくことができ

るか，説明しよう」を確認した． 

② 
プログルの基本操作と正多角形のプログラムの基本形を

理解した． 

③ 
回す角度と繰り返す回数をワークシートに記述し，様々

な正多角形をプログルで描いた． 

④ 

回す角度や繰り返す回

数，角の数の関係につい

て考え，整理した． 

自分で作成した正多角形を１

つ選び，どのような手順で作

成したのかについてペアで説

明した．説明を聞く児童は動

画を撮影，提出した． 

⑤ 

自分で作成した正多角形

を１つ選び，どのような

手順で作成したのかにつ

いてペアで説明した．説

明を聞く児童は動画を撮

影，提出した． 

回す角度や繰り返す回数，角

の数の関係について考え，整

理した． 

⑥ 
本授業の振り返りをワークシートに記述し，質問紙調査

を実施した． 



 

 

   

 

 

３ 分析方法 

授業終了時に質問紙調査を行った．項目は，説明活動に関

する質問（10項目，５件法）を問うた．分析方法は，整理後

説明群と整理前説明群の認識の差異を明らかにするために，

t検定（対応なし）で平均値を比較分析した． 

 

４ 結果と考察 

プログラミングの説明活動に対する認識について，整理

後説明群と整理前説明群の差異を明らかにするためにt検

定（対応なし）を行った．結果，項目3，7，10に有意差が認

められ，平均値に着目した結果，全て整理後説明群よりも整

理前説明群の方が有意に高かった（表２）． 

上記の結果が得られた理由について，思考発話（Newell & 

Simon，2019）の観点で考察する．整理前説明群では，説明

を通じて未整理な自分の考えを言葉にする機会を得たこと

により，説明する過程において自分の理解の不足や新たな

課題への気づきを得るとともに思考を活性化させるプロセ

スがあったのではないかと予想する．項目3は，整理前に説

明を行うことで，曖昧な部分を補うためにより深く考えな

がら発話する必要が生じた結果，より根拠を意識した説明

が促されたのかもしれない．項目7も同様に，説明時に自分

の理解の不完全さを自覚することが，新たな問題への探究

心を高めるという結果につながったのかもしれない．項目

10については，整理前説明群の方が思考発話を通じて説明

することの重要性を認識する機会を得ることができたため，

説明できるようになることは意義のあることだと感じるこ

とができたのではないかと考える．一方，整理後説明群は，

回す角度や繰り返す回数，角の数の関係について考え，整理

した後に説明活動を行うため，ある程度理解した状態で発

話したと考えられる．その結果，すでに整理された知識をま

とめながら相手に伝えることに焦点が当たったため，説明

する過程において思考を深めたり，新たな問題を発見した

りする機会が少なくなった可能性が考えられる． 

 

５ まとめと今後の課題 

 本研究では小学校第５学年算数「正多角形」の単元で実施

されるプログラミング教育で，自分で作成したプログラム

を友達に説明する学習活動について評価した．その結果，整

理後説明群よりも整理前説明群の方が「プログラムで考え

たことを根拠を挙げながら説明することができた」などの

認識が有意に高いことが分かった． 

 今後の課題として，客観テストの結果と質問紙調査との

関連分析を行うことにより，授業内容の理解度と児童の説

明することに対する認識との関係を明らかにすることが求

められる． 
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表２ 質問紙調査の結果（対応のないｔ検定，５件法，有意差が認められた項目のみ抜粋） 




